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２２  ププラランンのの前前提提  
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２－１ プラン策定の趣旨 

平成 18（２００６）年 3 月 20 日に誕生した北名古屋市は、「健康」「快

適」「自立」を基本理念に、将来都市像「健康快適都市」～誰もが安全･安

心に暮らせるまち～の実現に向けてまちづくりを進めています。 

合併と同時に、“健康快適都市”づくりの一環として、一人ひとりが自己

実現できる“認めあい助けあうまち・いきいきと輝けるまち・きたなごや”

を目指し、「北名古屋市男女共同参画推進条例」を制定しました。 

このプランは、北名古屋市において、「北名古屋市男女共同参画推進条例」 

の基本理念に基づいた男女共同参画施策を総合的かつ計画的に実施するため

の基本的な計画として策定するものです。 

 

 

２－２ プランの位置付け・性格 

１ 「男女共同参画社会基本法」（第１４条）に基づく法定計画であり、「北

名古屋市男女共同参画推進条例」（第９条）に位置付けられた計画です。 

２ 「北名古屋市総合計画」をはじめ、国の「男女共同参画基本計画」、県

の「あいち男女共同参画プラン２１」等の関連計画と整合を図った計画で

す。 

３ 市民の意見や北名古屋市男女共同参画審議会の審議を反映した計画です。 

４ 男女共同参画社会づくりを市が率先して取り組むとともに、市民や事業

者等と連携・協働して取り組むための計画です。 

 

 

２－３ プランの期間 

この計画の期間は平成 20（2008）年度から平成 29（2017）年度まで

の 10 年間です。 

なお、社会経済環境の変化や施策・事業の進捗状況、国・県の動向等を見

据えながら、必要に応じて適宜見直しを行います。 

 



  １１

２－４ 計画の背景 

男女共同参画社会づくりの取組は、日本国憲法に男女平等がうたわれたこ

とを契機に、国際社会の動きとも連動しながら進められてきました。 

平成 11（1999）年 6 月に男女共同参画社会基本法が制定され、「男女

共同参画社会の実現を 21 世紀の我が国社会を決定する最重要課題と位置付

け、将来に向かって国、地方公共団体及び国民の男女共同参画社会の形成に

関する取組を総合的かつ計画的に推進する」と位置付けました。 

そして、平成 12（2000）年 12 月には、男女共同参画基本計画が策定

されました。この計画は中間年での見直しを経て、平成 17（2005）年 12

月に「男女共同参画基本計画（第 2 次）」を決定しています。この中で、平

成 32（2020）年までに指導的地位に女性が占める割合を少なくとも 30％

にすること等を掲げるとともに、女性のチャレンジ支援、新たな分野への男

女共同参画等、男女共同参画社会の実現に向けた新たな取組や強化する取組

の方向が示されました。 

愛知県でも、平成 18（2006）年 10 月に「あいち男女共同参画プラン

２１」を改定し、「女性のチャレンジ支援」及び「新たな取組を必要とする

分野への男女共同参画の推進」を新たに設定するとともに、数値目標等を見

直しました。 
 

男女共同参画に関わる世界・日本の主要な動き 

年 国連の動き 日本の動き 

1975 国際婦人年世界会議 婦人問題企画推進本部設置 

1976 国連婦人の 10 年（～85 年）  

1977  「国内行動計画」策定 

1979 「女子差別撤廃条約」採択  

1980 
「国連婦人の 10 年」平等、発展、平和
中間年世界会議（コペンハーゲン） 

 

1981  「国内行動計画後期重点目標」策定 

1985 
「国連婦人の 10 年」平等、発展、平和
ナイロビ世界会議、婦人の地位向上のた
めのナイロビ将来戦略」採択 

「男女雇用機会均等法」の公布 

「女性差別撤廃条約」批准 

1987  
「西暦 2000 年に向けての新国内行動計
画」策定 

1991  
「西暦2000年に向けての新国内行動計画
（第 1 次改定）」策定 

1995 
第 4 回世界女性会議-平和、開発、平等
のための行動（北京） 

 

1996  「男女共同参画 2000 年プラン」策定 

1999  「男女共同参画社会基本法」公布、施行 

2000 
国連特別総会「女性 2000 年会議」（ニ
ューヨーク） 

「男女共同参画社会基本計画」策定 

2005  「男女共同参画基本計画（第 2 次）」策定
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２－５ 基本計画の施策体系 

基本計画の施策体系は次のとおりです。 
 

＜将来像＞ ＜重点目標＞ ＜基本課題＞ ＜施策の方向＞ 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

Ⅱ 男女が主役の

まちづくり 

Ⅳ 計画の推進 

1 人権の尊重と男女共同

参画意識の啓発 

3 女性や子どもに対する

暴力の根絶 

★ 

４ 政策・方針決定過程へ

の男女共同参画の拡大 

５ 男女協働で誰もが暮ら

しやすい地域づくり 

８．就業における男女平等

の促進  

９ 指標・数値目標 

10 推進体制の整備・充実

★ 

11 進行管理・評価体制の

整備・充実 

７．性別による社会参加の

偏りの是正 

Ⅰ 男女の平等・ 

人権の尊重 

Ⅲ 男女の社会参

画の支援 

認
め
あ
い
助
け
あ
う
ま
ち 

北
名
古
屋

□1 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）・虐待防止
対策の推進 

□2 セクシュアル・ハラスメント対策の推進

□1 性差による人権侵害対策の推進 

□2 男女共同参画に関する広報・啓発の推進

□1 学校教育等における男女平等の推進 

□2 生涯学習における男女共同参画に関す

る学習の推進 

□1 安心・安全、快適な地域づくり 

□2 国際交流の推進 

指標・数値目標 

□1 職員・教職員等への正しい理解の浸透

□2 庁内推進体制の整備・充実 

□3 市民・関連団体等と連携した推進 

□1 実施計画の策定・推進 

□2 年次報告書の作成 

□3 事業効果の評価・公表 

□1 就業機会の拡大促進 

□2 男女の職業生活の継続支援 

□1 女性委員の登用推進と女性の人材育成

□2 職場・地域で、方針決定過程への女性の

参画促進 

□1 女性のチャレンジ支援の推進 

□2 ワーク・ライフ・バランスの実現 

□3 社会制度・慣行の見直し 

2 男女共同参画を推進す

る教育・学習の充実 

★ 

６．心と身体の健康支援 
□1 互いの性の理解 

□2 健康づくりの支援 

７．性別による社会参加の

偏りの是正 

６ 心と身体の健康支援 

８ 就業における男女平等

の促進  

７ 性別による社会参加の

偏りの是正 

注：基本課題のうち、太字で★印付きは重点施策です。 


